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開 会 日 時     平成３１年４月２３日（火）午後４時００分 

 

会     場     安来市役所 広瀬庁舎 会議室 

 

出席委員の氏名     教 育 長    勝 部 慎 哉 

            委   員    三 輪 喜美代 

    委   員    加 藤 隆 志 

            委   員    岡 本 亮 啓 

            委   員    小 村 修 司 

 

出席者の氏名 

教 育 部 長  辻 谷 洋 子 

教 育 部 次 長  青 戸 厚 志 

学校教育課長  成 相 和 広 

文 化 財 課 長  大 谷   宏 

給食教育課長  遠 藤 朋 範 

教育総務課主幹  足 立 隆 博 

 

 

１．開会宣言      午後４時００分 教育長が開会を宣言する。 

 

２．教育長あいさつ 

 （教育長）県内では交通事故が多発している。子どもたちについては大過なく過ご

しているが、インフルエンザが流行ってきている。安田小、広中で学級・学年閉

鎖があった。広がらないようにしていきたい。 

 



３．議事録の承認   第２０６回３月定例教育委員会 

（承 認） 

 

－－－－－ 小村新委員あいさつ －－－－－ 

４月１日から、森井委員の後任ということで、三中校区からの選出でこの度委員に

なった。４年間の任期を微力ながらやっていきたいと思うので、よろしくお願いしま

す。 

 

 

４．議 題 

 

【議案第１号 安来市部活動の在り方に関する方針（案）について】 

（教育長）資料１により説明。 

スポーツ庁、文化庁からガイドラインが示され、これを受けて２月に県教育委

員会から「部活動の在り方に関する方針」が出された。これらをもとに、市内の

中学校長と協議をしながら案として作った。 

この案で指摘していない事項については、国・県のガイドラインを準用するこ

ととしている。安来市内の中学校に摘要することとしているが、高校は国や県が

つくっているものを参考にしていくと思う。 

この案について意見をいただき、２５日に中学校の校長、部活動の総括担当教

員へ説明しようと考えている。 

（委員）２５日に説明をしたら、その時から実施となるか。 

（教育長）方針としてこれで行くこととになる。最初からガチッとはならないとは思

うが、一定のガイドラインを国、県に準じて示しておかないといけない。部活動

は加熱しがちな部分もあるので、一定の方針を示して、子どもたちのケガの予防、

健康管理、併せて働き方改革もあるので、市としてガイドラインを作成した。 

（委員）今度の１０連休についてはどうか。 

（教育長）１０連休については、長期休業中と同様に課業日に準じてとしている。週

に二日は休む。１０連休なので３日ないし４日は休みましょうということになる。

大会がある場合は別日に休養日をもってくることとなる。１０連休ずっと練習と

いうのは好ましくないと思う。 

（委員）私立もこれに沿うということになるのか。 

（教育長）強制力はないが、これに準じてもらおうという考えは国も県にもある。 

（委員）高校は。 

（教育長）高校は中学校より練習時間が長いし、休日ももう少しすくない。 

（委員）休日がしっかり設定されることはいいと思う。 

（教育長）不具合が生じた場合には再度検討していきたい。 

（委員）方針なので保護者の理解を得るための指針だと思う。保護者の立場でいえば



大会前とか、休みが設定されているから休まないといけないけれども、子どもと

保護者との話し合いで、個別に練習をさせてほしいとか施設を使用したいとかが

でてくるのではないかと思うが、そこも理解してもらわないといけない。 

（教育長）大会前などは学校長の許可を得て活動することとなるが、その場合は代替

えの休養日を設けることとなる。 

（委員）保護者の中には熱心な人もいて、加熱しすぎる場合もあるのではないか心配

している。 

（教育長）現状としては月曜日に休みにしている学校が多い。部活動が終わってから

家に帰らず引き続き社会体育でさせてもらえないかとの話も合ったが、それはダ

メだといっている。そうなるとなし崩しになってしまう。 

（委員）子どもたちは大人の言うことで動いてしまうので、保護者の理解を得るよう

にしていかないといけない。 

（教育長）年間指導計画をホームページにアップすることで、無茶がおきないように

していきたい。 

（学校教育課長）教員の働き方改革にも深く関わっている。とにかく変わらないとい

けない。意識を変えて時間的には短くなるが、質の向上、意識改革をしてもらわ

ないといけない。そこを保護者にも理解をしてもらう。２５日に学校の代表と話

をして、それを受けて学校毎で方針が作られると思う。簡単にできないかもしれ

ないが、これも途中で集まって問題点を出し合って微調整をしながら見直しをし

ていかないといけないと思っている。 

（委員）危惧するのは、最終的に校長判断で休日の練習の許可が出されるが、保護者

にすると、大会前の捉え方によっても違ってくる。学校間で格差がないようにし

てほしい。 

（教育長）現場の状況を把握しながら、学校と協議していくしかないと思っている。

雑ぱくだがスタートしてみて、意見を聞きながら改善していきたい。とりあえず

いろいろな心配もあると思うがこれでスタートしていいか。 

（承 認） 

 

【議案第２号 各種委員の選出について】 

松江地区採択地区教科用図書採択協議会委員 

安来自死対策会議委員 

安来市人権・同和教育推進協議会委員 

 

 

５．報告事項 

１）「教職員の働き方改革のための共同メッセージ」について 

２）和田南地区の校区について 

３）全国学力・学習状況調査について 



４）子どもの読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰について 

５）寄附採納について 

６）新入生への寄贈品について 

 

 

６．その他 

 

１）担当学校及び学校訪問について 

 

 

☆次回定例会：５月２９日（水）午後３時００分 

 

 

７．閉会宣言 

 

  教育長が午後５時２３分閉会を宣言し、４月定例委員会の日程を終了した。 

 


